
40.5
ｍ

0 32.5 - - - - -

19872  公園維持管理事業

維持管理公園数
4

0 191 191 191 191 191 191
公園

0 191 - - - - -

19873  公園改修事業

単年度改修基数（遊具）
5

0 0 10 10 10 10 40
基

0 0 - - - - -

政    策 :
施    策 :

所管課長等職・氏名

１．施策が目指すものを明らかにする
(１) 施策が４年間で目指す姿

(２) 施策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 施 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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前期基本計画 令和　６年度 施策方針書

０５ ひとにやさしく、誰もが快適かつ安全・安心に暮らせるまち
０３ 河川及び公園の計画的な整備・改修と維持管理の推進

河川課長  五十嵐　淳

【施策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

・市の管理する準用河川及び普通河川を含む法定外公共物について、適正な維持管理と計画的な改修を実施することにより

、台風や局地的集中豪雨による降雨災害に強い、「安全・安心に暮らせるまち」の実現を目指します。

・市民が育み、楽しみ、集うなど、日常的に使用できる公園について、適正な維持管理と計画的な改修を実施することによ

り、「ひとにやさしく、誰もが快適に暮らせるまち」の実現を目指します。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指

標

１

災害に強いまちだと感じている人の割合

1 47 47.6 48.2 48.8 48.8 -
％ 46.4

- - - - - 0.0

令和 5年度
令和 4年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度

1349  河川維持管理事業

スクリーン巡視回数（降雨期）
1

1 1 1 1 1 1 1
回／週

1 1 - - - - -

10618  仁沢瀬川外治水対策事業

単年度改修延長
2

80 140 80 120 160 100 460
ｍ

80 140 - - - - -

11170  電源立地地域対策交付金事業

単年度改修延長
3

0 32.5 40.5 0 100 100 2



環

維持・改修を図りま

す

境

。

・国及び県事業とな

の

る砂防施設及び治水施

変

設の早期整備完了に向

化

け、関係機関と連携し

３

て進めます。

．施策の実現に向けた取組を決定する

様式Ｂ 最終更新日：令和  6年 2月 9日 2頁

前期基本計画 令和　６年度 施策方針書

０５ ひとにやさしく、誰もが快適かつ安全・安心に暮らせるまち
０３ 河川及び公園の計画的な整備・改修と維持管理の推進

河川課長  五十嵐　淳

・河川整備を計画的に推進するため、社会

政

資本整備総合交付金及

 

び電源立地地域対策交

 

付金について、必要な

 

予算を継続し

て確保し

 

ていくことが必要です

策

。

・準用河川及び普通

:

河川を含む法定外公共

施

物を適正に管理してい

 

くため、特定財源の確

 

保が必要です。

・河川

 

及び公園を継続して適

 

正に維持管理していく

策

ためには、地域住民の

:

理解と協力が不可欠で

所

あり、対話を重ね地域

管

を守

るという機運を高

課

めることが必要です。

長

・局地的な集中豪雨等

等

の多発化により土砂災

職

害等の発生が懸念され

・

ているなか、土石流危

氏

険渓流における砂防災

名

害防止施設

及び木賊川

２

遊水地の早期整備完了

．

に向け、関係機関等と

施

連携し要望活動を継続

策

していくことが必要で

の

す。

・台風発生頻度の

実

増加、局地的な集中豪

現

雨の頻発化及び都市化

に

により、河川への短時

向

間流入水量が増加して

け

おり、自然河岸

の浸食

た

、崩落及び越水による

現

被害が今後更に増加す

状

ると予測されます。

・

を

地域住民と協働で実施

認

している河川及び公園

識

施設の維持管理におい

す

て、高齢化に対応した

る

施策の検討が必要です

(

。

(１) 施策が、令

１

和 6年度から令和 

)

9年度までの４年間で

 

取り組む事（前期基本

指

計画期間内の取組）
・

標

交付金や補助金等財源

を

を確保した河川整備の

踏

計画的な推進

・準用河

ま

川及び普通河川等法定

え

外公共物の適正な維持

た

管理

・住民協働の取組

、

を推進した公園管理と

施

計画的な公園施設改修

策

・国、県が所掌する砂

の

防事業等、治水施設の

進

整備促進に係る連携

(

捗

２) この施策が令和

状

 6年度に特に力を入

況

れて取り組む事（重点

分

課題）
・河川整備とし

析

て、準用河川仁沢瀬川

(

改修事業、電源立地地

２

域対策交付金を活用し

)

た普通河川等の改修事

 

業を継続して実施

しま

施

す。

・河川及び公園の

策

適正な維持管理を継続

に

していくため、住民の

影

理解と協力を得て推進

響

します。

・公園施設長

す

寿命化計画などに基づ

る

く公園施設の改修を実

社

施し、利用者のニーズ

会

に対応した公園施設の



政    策 :
施    策 :

所管課長等職・氏名

(３)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：令和  6年 2月 9日 3頁

前期基本計画 令和　６年度 施策方針書

０５ ひとにやさしく、誰もが快適かつ安全・安心に暮らせるまち
０３ 河川及び公園の計画的な整備・改修と維持管理の推進

河川課長  五十嵐　淳

1349  河川維持管理事業

48,329 50,672 △4.6 17,331 17,331 17,331 100,322

1752  地籍調査事業

地籍調査１０か年計画（県単位の実施計画）

18,076 17,226 4.9 17,603 17,603 17,603 70,885

10618  仁沢瀬川外治水対策事業

62,302 91,075 △31.6 91,000 91,000 91,000 335,302

11170  電源立地地域対策交付金事業

28,000 18,000 55.6 10,000 28,000 28,000 94,000

19872  公園維持管理事業

33,783 0 皆増 31,215 31,215 29,215 125,428

19873  公園改修事業

52,000 0 皆増 51,000 41,000 41,000 185,000


